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委
員
会
の
活
動
状
況

　

昨
年
５
月
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
感
染
症
法
上
の
位
置
づ

け
が
季
節
性
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と
同

じ
５
類
感
染
症
に
引
き
下
げ
ら
れ
て

以
降
、
市
内
で
も
イ
ベ
ン
ト
や
行
事

な
ど
が
通
常
開
催
さ
れ
、
日
常
が
戻

っ
て
き
て
い
ま
す
。
ま
た
、
当
セ
ン

タ
ー
事
業
に
つ
い
て
も
、
ウ
ィ
ズ
コ

ロ
ナ
、
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
の
考
え
の

下
、
コ
ロ
ナ
禍
前
の
水
準
に
回
復
さ

せ
る
べ
く
当
委
員
会
と
事
務
局
が
一

体
と
な
っ
て
就
業
先
の
拡
大
等
に
取

り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

こ
の
就
業
先
の
拡
大
と
並
び
、
当

委
員
会
の
活
動
の
柱
で
あ
る
就
業
の

適
正
化
を
推
進
す
る
た
め
、
毎
年
度

実
施
し
て
い
ま
す
「
就
業
適
正
化
公

募
」
の
募
集
を
昨
年
12
月
22
日
か
ら

本
年
１
月
９
日
に
か
け
て
行
い
、
２

月
２
日
に
応
募
者
面
接
を
実
施
し
、

公
募
交
代
者
を
次
表
の
と
お
り
決
定

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
お
仕
事

を
お
譲
り
い
た
だ
い
た
会
員
の
皆
様

を
は
じ
め
、
ご
応
募
い
た
だ
い
た
会

員
の
皆
様
、
そ
し
て
、
公
募
チ
ラ
シ

の
配
布
に
ご
協
力
い
た
だ
い
た
班

長
、
組
長
の
皆
様
に
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。
ま
た
、
公
募
に
よ
り
、
こ
の

春
か
ら
就
業
さ
れ
て
い
る
会
員
の
皆

様
に
は
、
前
任
者
に
負
け
な
い
よ
う

頑
張
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
期
待
し

て
い
ま
す
。

　

今
後
も
、
会
員
の
皆
様
の
就
業
の

確
保
及
び
適
正
化
に
向
け
努
力
し
て

ま
い
り
ま
す
の
で
、
引
き
続
き
ご
協

力
い
た
だ
け
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

　

令
和
５
年
度
第
２
回
委
員
会
を
２

月
１
日
に
開
催
し
、
事
業
実
績
・
会

員
入
退
会
状
況
の
報
告
に
続
い
て
、

当
委
員
会
活
動
計
画
に
基
づ
い
た
広

報
宣
伝
活
動
に
つ
い
て
協
議
し
ま
し

た
。

　

令
和
５
年
５
月
、
第
１
回
管
理
事

業
専
門
委
員
会
を
開
催
。
令
和
４
年

度
事
業
報
告
後
、
５
年
度
事
業
計
画

（
１
）
委
員
会
日
程
、（
２
）
職
場
訪

問
先
選
定
、（
３
）
職
場
訪
問
実
施
、

（
４
）
職
場
訪
問
総
括
を
行
う
こ
と

と
し
た
。

　

第
２
回
、
職
場
訪
問
先
に
つ
い

て
、
東
西
事
務
所
合
わ
せ
16
候
補
先

よ
り
、
①
静
岡
駅
北
パ
ー
キ
ン
グ
駐

車
場
、
②
静
岡
地
区
放
置
自
転
車
指

導
・
警
告
業
務
を
選
定
。
日
程
を
調

整
し
実
施
す
る
こ
と
と
し
た
。

　

第
３
回
は
職
場
訪
問
を
実
施
。

　

第
４
回
職
場
訪
問
の
総
括
。

①
静
岡
駅
北
パ
ー
キ
ン
グ

　

就
業
シ
フ
ト
が
３
シ
フ
ト
か
ら
２

シ
フ
ト
に
減
少
し
情
報
伝
達
は
情
報

ノ
ー
ト
か
ら
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
（
ラ
イ
ン
）

①
「
静
岡
市
自
治
会
組
回
覧
チ
ラ
シ

（
会
員
募
集
）
の
実
施
に
つ
い
て
」

令
和
５
年
10
月
に
実
施
し
、
令
和
６

年
４
月
も
実
施
。

②
「
普
及
啓
発
チ
ラ
シ
（
会
員
募
集
）

の
配
架
に
つ
い
て
」
定
例
及
び
出
張

入
会
説
明
会
の
案
内
チ
ラ
シ
と
、
市

民
が
参
加
可
能
な
植
木
剪
定
講
習

会
、
女
性
向
け
体
験
会
及
び
入
会
説

明
会
、
手
芸
班
ロ
ビ
ー
展
＆
販
売
会

等
の
チ
ラ
シ
を
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

及
び
生
涯
学
習
交
流
館
等
に
配
架
。

③
「
会
員
の
デ
ジ
タ
ル
利
用
の
推
進

に
つ
い
て
」
東
西
事
務
所
で
各
２
日

間
の
ス
マ
ホ
講
座
の
開
催
。

④「
地
区
班
活
動
の
推
進
に
つ
い
て
」

10
地
区
班
で
清
掃
等
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
を
実
施
。

⑤
「
会
報
誌
「
シ
ル
バ
ー
し
ず
お
か
」

の
発
行
に
つ
い
て
」
広
報
編
集
部
会

に
お
い
て
、
第
75
号
、
第
76
号
を
編

集
・
発
行
、
第
77
号
を
編
集
。

　

以
上
の
と
お
り
、
５
年
度
の
計
画

に
つ
い
て
は
ほ
ぼ
実
行
で
き
ま
し

た
。

　

ま
た
、
多
く
の
会
員
が
ス
マ
ホ
講

座
の
受
講
を
希
望
し
て
い
る
こ
と
が

分
か
り
ま
し
た
。
今
後
、
セ
ン
タ
ー

の
会
員
と
し
て
働
く
上
で
ス
マ
ホ
等

の
デ
ジ
タ
ル
機
器
の
利
用
は
重
要
に

な
っ
て
く
る
と
思
い
ま
す
。
会
員
の

皆
様
に
ス
マ
ホ
等
の
操
作
に
慣
れ
て

い
た
だ
く
た
め
、
令
和
６
年
度
も
ス

マ
ホ
講
座
を
行
う
予
定
で
す
の
で
、

ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　

今
後
と
も
会
員
増
強
、
デ
ジ
タ
ル

利
用
の
推
進
等
に
つ
い
て
協
議
し
て

い
き
ま
す
の
で
、
会
員
の
皆
様
の
ご

協
力
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

公募結果 東事務所 西事務所 合計

公募者数 ５業務
５名

12業務
19名

17業務
24名

応募者数 ５業務
24名

12業務
92名

17業務
116名

面接実施者 ４業務
21名

11業務
77名

15業務
98名

公募交代者
（新任者）

４業務
４名

10業務
16名

14業務
20名

就
業
委
員
会

就
業
委
員
会

委
員
長
　
秋
山 

健

総
務
・
広
報
専
門
委
員
会

総
務
・
広
報
専
門
委
員
会

委
員
長
　
川
口
令
子

管
理
事
業
専
門
委
員
会

管
理
事
業
専
門
委
員
会

委
員
長
　
髙
尾
完
治
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に
変
更
。
樹
木
の
剪
定
を
申
請
し
実

施
さ
れ
落
葉
対
策
が
で
き
ま
し
た
。

シ
フ
ト
変
更
は
班
長
へ
申
請
し
、
対

応
し
て
い
る
。

②
静
岡
地
区
放
置
自
転
車
指
導
・
警

告
業
務

　

警
告
シ
ー
ル
白
、撤
去
シ
ー
ル
赤
。

２
時
間
後
、
撤
去
シ
ー
ル
黄
の
貼
り

付
け
。
駐
輪
禁
止
区
域
で
市
民
の
方

と
や
り
取
り
の
際
は
、
丁
寧
に
対
応

す
る
こ
と
を
心
掛
け
て
い
る
。
毎
週

水
曜
日
に
静
岡
市
交
通
政
策
課
と
意

見
交
換
し
、
報
告
事
項
は
西
事
務
所

へ
報
告
し
て
い
る
。
市
民
の
方
と
接

す
る
機
会
の
多
い
会
員
向
け
に
「
接

遇
講
習
会
」を
令
和
６
年
２
月
15
日
、

16
日
の
２
日
間
を
提
案
し
、
実
施
し

ま
し
た
。

　

日
本
で
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が

発
見
さ
れ
て
１
月
15
日
で
丸
４
年
が

経
過
し
感
染
症
の
扱
い
も
２
類
か
ら

５
類
へ
と
移
行
し
、
私
達
の
生
活
も

少
し
ず
つ
変
化
し
て
ま
い
り
ま
し

た
。
し
か
し
感
染
症
が
完
全
に
消
滅

し
た
わ
け
で
は
な
く
次
々
と
変
異
種

が
生
ま
れ
、
こ
れ
か
ら
も
年
単
位
で

流
行
す
る
と
言
わ
れ
て
お
り
、
ま
だ

ま
だ
油
断
は
で
き
ま
せ
ん
が
徐
々
に

以
前
の
よ
う
な
日
常
生
活
に
戻
り
つ

つ
あ
る
よ
う
に
感
じ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
様
々
な
制
約
が
あ
り
、

中
止
或
い
は
自
粛
し
て
ま
い
り
ま
し

た
委
員
会
活
動
を
、
今
で
き
る
工
夫

を
し
な
が
ら
取
り
組
ん
で
い
き
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

令
和
５
年
度
の
活
動
内
容

◆
植
木
剪
定
松
の
剪
定
編
（
９
月
）

　

外
部
の
植
木
職
人
を
講
師
に
迎

え
、
現
場
で
の
手
本
を
見
せ
る
こ
と

に
よ
り
技
術
向
上
を
目
指
す
。

◆
草
刈
機
取
扱
講
習
会（

10
月
・
２
月
）

　

機
械
の
基
本
的
な
知
識
や
メ
ン
テ

ナ
ン
ス
作
業
の
方
法
等
の
基
本
を
学

ぶ
。

◆
植
木
剪
定
座
学
講
習
会

（
１
月
・
２
月
）

　

会
員
及
び
市
民
を
対
象
に
、
植
木

剪
定
作
業
に
興
味
を
持
っ
て
い
た
だ

き
入
会
に
結
び
つ
け
た
い
。

◆
植
木
剪
定
入
門
編
（
３
月
）

　

実
技
を
通
し
て
樹
木
の
名
前
、
剪

定
時
期
、
剪
定
方
法
を
覚
え
て
い
た

だ
く
。

　

今
年
度
も
引
き
続
き
、
多
く
の
受

講
者
を
確
保
し
、
一
緒
に
働
く
仲
間

を
一
人
で
も
多
く
増
や
し
て
い
き
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

是
非
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

令
和
５
年
12
月
20
日
に
西
事
務
所

に
て
委
員
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
こ

の
中
で
、
４
年
度
に
引
き
続
き
女
性

向
け
入
会
説
明
会
を
開
催
す
る
こ
と

と
し
、
令
和
６
年
１
月
に
東
西
事
務

所
で
セ
ン
タ
ー
体
験
会
＆
入
会
説
明

会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

４
年
度
同
様
、
手
芸
班
の
活
動
を

見
て
い
た
だ
き
、『
お
し
ゃ
べ
り
サ
ロ

ン
』
で
は
会
員
と
交
流
を
し
て
も
ら

い
ま
し
た
。
会
員
へ
の
質
問
を
気
軽

に
で
き
る
方
や
、
セ
ン
タ
ー
の
様
子

が
全
く
分
か
ら
な
い
中
で
の
参
加
で
、

何
を
質
問
し
た
ら
良
い
か
戸
惑
う
方

も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。

　

手
芸
班
の
活
動
見
学
で
は
興
味
の

あ
る
方
は
手
元
の
作
業
を
覗
い
て
質

問
し
、
楽
し
い
会
話
に
花
が
咲
い
て

い
ま
し
た
。
体
験
コ
ー
ナ
ー
を
開
い

た
東
事
務
所
で
は
、
作
り
な
が
ら
会

員
と
の
会
話
を
楽
し
む
参
加
者
の
様

子
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

　

参
加
人
数
や
開
催
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

が
異
な
る
各
会
場
の
参
加
者
の
様

子
か
ら
、
次
回
開
催
に
向
け
て
、
参

加
者
全
員
に
充
実
感
を
得
て
も
ら
え

る
イ
ベ
ン
ト
に
す
る
た
め
に
は
ど
う

し
た
ら
よ
い
か
と
い
う
課
題
が
見
え

ま
し
た
。
人
数
に
関
わ
ら
ず
、
こ
う

し
て
セ
ン
タ
ー
の
活
動
に
興
味
を
示

し
て
く
だ
さ
っ
た
市
民
の
方
が
、
イ

キ
イ
キ
活
動
す
る
会
員
の
様
子
に
触

れ
、自
分
も
一
歩
踏
み
出
そ
う
と
思
っ

て
も
ら
え
る
機
会
と
な
る
よ
う
、
今

回
の
課
題
を
委
員
で
話
し
合
い
、
次

回
の
開
催
に
つ
な
げ
た
い
と
思
い
ま

す
。
当
委
員
会
で
は
令
和
６
年
度
も

引
き
続
き
女
性
会
員
拡
大
に
取
り
組

み
ま
す
。

　

最
後
に
、
手
芸
班
の
皆
さ
ん
の
元

気
で
温
か
い
ご
協
力
に
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。

福
祉
福
祉･･

家
事
援
助
専
門
委
員
会

家
事
援
助
専
門
委
員
会

委
員
長
　
山
田
君
代

安
全
就
業
委
員
会

安
全
就
業
委
員
会

委
員
長
　
川
口
竜
矢

技
能
・
軽
作
業
事
業
専
門
委
員
会

技
能
・
軽
作
業
事
業
専
門
委
員
会

委
員
長
　
髙
橋
光
秋

　

令
和
５
年
度
２
月
末
現
在
の
事
故

発
生
状
況
は
、
前
年
度
同
月
比
２
件

増
の
36
件
発
生
、
傷
害
事
故
に
お
い

て
は
10
件
増
の
23
件
と
大
幅
な
増
加

と
な
り
ま
し
た
。

　

発
生
し
た
傷
害
事
故
の
状
況
を
振

り
返
り
ま
す
と
、
就
業
中
の
ケ
ガ
が

17
件
発
生
し
、
う
ち
民
間
企
業
に
就

業
中
の
事
故
が
９
件
、
除
草
・
剪
定

作
業
に
お
い
て
は
前
年
度
同
月
ま
で

０
件
で
あ
り
ま
し
た
が
、
７
件
発
生

し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
賠
償
事
故
に
お
い
て
は
前

年
度
同
月
比
８
件
減
の
13
件
で
は
あ
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り
ま
す
が
、
令
和
４
年
度
に
多
発
し

た
草
刈
機
使
用
時
の
事
故
が
依
然
と

し
て
多
く
、
５
件
発
生
し
、
中
に
は

高
額
な
賠
償
事
例
が
報
告
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

事
故
撲
滅
の
た
め
に
、
令
和
６
年

度
か
ら
新
た
な
「
作
業
別
安
全
就
業

基
準
」
を
施
行
す
る
と
と
も
に
「
草

刈
機
使
用
届
」
の
提
出
を
義
務
付
け

ま
す
が
今
後
の
状
況
次
第
で
は
更
に

厳
し
い
内
容
の
検
討
を
せ
ざ
る
を
得

ま
せ
ん
。
会
員
の
皆
様
に
は
、「
安
全

心
得
十
ケ
条
」
を
、
再
度
確
認
い
た

だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

「
安
全
は
す
べ
て
に
優
先
す
る
」

　

事
故
を
減
ら
す
た
め
に
「
安
全
第

一
」
を
常
に
心
が
け
て
い
た
だ
き
、

本
年
度
も
会
員
の
皆
様
や
ご
家
族
共

に
健
康
な
一
年
に
な
る
こ
と
を
願
い

ま
す
。事故発生

状況
傷害事故

（うち派遣）
賠償事故

（うち派遣）
合計

（うち派遣）

令和元年度 21件（ 2件） 15件（ 1件） 36件（ 3件）

令和２年度 17件（ 5件） 10件（ 0件） 27件（ 5件）

令和３年度 26件（ 5件） 15件（ 1件） 41件（ 6件）

令和４年度 15件（4件） 22件（1件） 37件（5件）

令和５年度 23件（3件） 13件（0件） 36件（3件）

安全心得 十ケ条

一　

作
業
は
安
全
第
一
を
心
が
け
、
急
い
だ
り
、
あ
わ
て
た
り
し
な

い
こ
と

二　

器
具
類
は
、
使
用
す
る
前
に
必
ず
点
検
す
る
こ
と

三　

服
装
・
履
物
は
、
作
業
に
あ
っ
た
動
き
や
す
い
も
の
に
す
る
こ
と

四　

作
業
前
に
は
、
軽
い
柔
軟
体
操
を
し
て
体
を
ほ
ぐ
す
こ
と

五　

加
齢
に
よ
る
諸
機
能
の
低
下
を
十
分
認
識
し
、
無
理
を
し
な
い
こ
と

六　

作
業
現
場
で
は
常
に
整
理
整
頓
を
心
が
け
る
こ
と

七　

共
同
作
業
で
は
、
合
図
・
連
絡
を
正
確
に
行
う
こ
と

八　

帰
宅
す
る
ま
で
は
仕
事
の
う
ち
、
交
通
事
故
に
気
を
つ
け
る
こ
と

九　

健
康
に
は
、
常
に
注
意
し
、
健
康
な
状
態
で
就
業
す
る
こ
と

十　

仕
事
の
前
日
に
は
、
十
分
睡
眠
を
と
る
よ
う
心
が
け
る
こ
と

 【①傷害事故　就業中】
件数 性別 年齢 発生月日 発生場所 事故の状況 傷害の程度

1 女 76 ８月７日（月） 清水区
千歳町

室内の清掃後、外の植木に水やりをするため、サンダルで階段を下った際に滑って転落し、右
足の小指付け根を骨折した。（派遣） 右足小指付け根骨折

2 男 75 ８月11日（金） 清水区
吉原

朝７時より除草作業開始。作業開始から３時間ほど経った２回目の休憩時間中、軽トラックの
荷台に腰かけていた状態から、前方に倒れこんだ。発注者の手配により救急車で搬送され、入
院となった。

 熱中症

3 女 76 ８月29日（火） 清水区
船越南

庭の水やり中、段差を降りる際に少し無理な体勢をし、力んで胸に痛みを感じた。痛みが治ま
らないため、数日後に病院を受診したところ、肋骨を骨折していることが判明した。 肋骨骨折

4 男 70 ９月１日（金） 駿河区
栗原 グランド整備機の操作中、機材が左手に落下し親指が挟まった。 左手親指裂傷

5 男 78 ９月９日（土） 駿河区
小黒 鎌を使用し除草作業中、突然近くの植え込みから大量のキイロスズメバチの襲撃を受けた。 首、両腕、両脇腹

計8か所蜂刺され

6 男 73 ９月18日（月） 駿河区
丸子新田

商品の袋詰め作業中、背中合わせで作業していた会員の足（かかと）が当該会員の左膝裏に当っ
た。翌日病院で診察を受けた結果、左足膝裏の打撲と、その衝撃で首のむち打ちと診断された。

左足膝裏打撲、
首むち打ち

7 男 65 10月４日（水） 清水区
日の出町 倉庫内で製品に十字帯をかける機器を操作中、手を機器の一角にぶつけた。 右小指腱性マレット指

8 男 71 10月10日（火） 葵区
常磐町

現場駐車場の侵入対策用石柱を持ち上げて運ぶ際、バランスを崩し尻もちをついた。その際、腰部
から背中にかけて激痛が走った。同日病院で診察を受け、第一腰椎の圧迫骨折と診断された。（派遣） 第一腰椎圧迫骨折

9 男 75 10月24日（火） 清水区
村松

除草剤散布のため、噴霧器のタンク（満タンで10kg程度）を背負って作業中、わずかな段差につまず
いた際、転ばぬようにバランスを取ったが、タンクの重さもあって無理な態勢となり、腰をひねった。 腰捻挫

10 男 74 11月14日（火） 清水区
三保 チェーンソーで枝払い作業中、手元が滑り刃が左手中指・薬指・小指に触り、擦傷した。 左手中指・薬指・

小指擦傷

11 男 76 12月13日（水） 清水区
天王南

作業エリアの床を水を流して清掃するため、エリア内にある鉄骨梁上段に保管している長靴を取るため、約35㎝高の2段
脚立を使用。下に着地する際、足をぐらして後ろ側へ倒れ、近くにあった竹ぼうきを入れる木枠の角で右側頭部を打った。 右側頭部切創

12 女 76 12月18日（月） 駿河区
曲金

洗い場での作業中、包丁を洗おうとシンクから取り出す際、誤って刃に触れてしまい、左手人
差し指と中指に切り傷を負った。 左手人差し指・中指創傷

13 男 79 １月５日（金） 駿河区
北丸子

清掃作業中、両手にほうき、ちり取り、ごみ袋を持ち通路を歩行中、足がもつれ転倒し、左側頭部を床に打
ち付けた。起き上がることができず、出血も見られたため、就業先の職員が救急車を呼び、緊急搬送された。

左側頭部打撲、
左手甲・右膝擦り傷

14 男 79 ２月28日（水） 清水区
由比

住宅地内の傾斜地のみかん畑にて消毒作業中、噴霧器一式を持って階段を上がったところ、足
を滑らせ転げ落ちた。

左肩捻挫、
右足ふくらはぎ打撲

【②傷害事故　就業途上・帰路】
件数 性別 年齢 発生月日 発生場所 事故の状況 傷害の程度

1 女 76 ８月１日（月） 駿河区
曲金

原動機付自転車で出勤し、駐輪場でスタンドを立てようとした際、腰に無理に力を入れてしまい、腰
を痛めた。数時間後病院で診察を受けたところ、腰部を圧迫骨折をしていることが分かった。（派遣） 腰部圧迫骨折

2 男 77 10月18日（水） 駿河区
西中原

就業先へ向かうため、原動付自転車で道路を直進中、前方の乗用車が店舗駐車場へ入ろうと減速し
たため、その車を追い越そうと道路中央に進路を変更した際、併走していた乗用車に接触し転倒した。 両ひざ擦り傷

3 女 74 12月18日（月） 駿河区
国吉田

自転車で就業途上、道路を直進していたところ、後方から来た自動車に追突され、ハンドル部
分に胸を打ち、右肋骨の骨折と頸椎の捻挫を負った。 右肋骨骨折、頸椎捻挫

【③賠償事故】
件数 性別 年齢 発生月日 発生場所 事故の状況 保険適用について

1 女 74 9月15日（金） 駿河区
国吉田

男子便所清掃時に、小便器用目皿を手に取り、たわしで洗い流していたところ、誤ってこれを
落とし、破損させた。

対　象 ： 小便器用目皿
賠償額 ： 2,970円

2 男 72 9月21日（木） 清水区
蒲原

草刈機（チップソー）を使用して除草作業後、現場付近に駐車していた車両の持ち主から連絡があり、現場確
認したところ、側面に３か所の傷が見受けられた。防護ネット等を使用するなどの対策は取られていなかった。

対　象 ： 車両右側側面
賠償額 ： 274.384円

3 男 69 ９月26日～28日 清水区
蒲原

事故発生場所に隣接する空地の草刈作業中（チップソー）、飛び石で建物の外壁及び窓ガラスに
傷を付けてしまった。10/2の家主からの連絡を受け発覚した。

対　象 ： 外壁、窓ガラス
賠償額 ： 176,000円

4 男 78 10月４日（水） 清水区
馬走

午前８時から駐車場の草刈作業（チップソー：石トバサーズ）を開始。午前10時頃に車両の持ち主が戻った際、リア
ガラスが割れていることに気付き、作業中の会員に報告。作業エリアと車の間隔は約18ｍあったため、防護ネットは
使用していなかった。防犯カメラの映像は、ガラスが割れた瞬間に車両の周囲に人影はなかったことが確認された。

対　象： 車両リアガラス
賠償額 ： 1,084,781円 

5 女 67 10月10日（火） 清水区
西久保

就業先から帰宅途中、自家用車を運転していたところ、赤信号で停止していた前方車両へ、誤っ
て追突した。 シルバー保険適用外

6 男 78 10月19日（木） 駿河区
下川原

駐車場の除草作業中、草刈機（チップソー）を使用し、誤って石を飛散させ駐車場内に停めてあっ
た車のリアガラスを破損させた。

対　象 ： 車両リアガラス
賠償額 ： 132,803円

7 男 72 10月30日（木） 清水区
宍原 剪定・ツル取り作業中に誤って剪定ばさみで、テレビ線を切断した。 対　象 ：テレビケーブル切断

賠償額 ： 31,900円

8 男 82 11月21日（火） 清水区
村松

植木剪定作業中、脚立を移動する際、アルミ柵に取り付けられた安全確認用のガレージミラー
に脚立が当たり、ミラーが落下し破損した。

対　象 ：ガレージミラー
賠償額 ： 6,494円

9 男 72 ２月１日（木） 清水区
江尻町

ゴミ回収作業時、一輪車を使用するため、倉庫に取りに行く際、生乾きのコンクリート敷きの
敷地内に侵入し、表面に足跡とタイヤ痕を付けた。

対　象 ：コンクリート敷き地面
賠償額 ： 査定中

年度別事故発生件数

事故発生状況一覧表

※令和５年度は２月末の件数です

（令和５年８月～令和６年２月末）

第77号 シルバーしずおか 令和６年４月 （4）



安
全
就
業
標
語
の

安
全
就
業
標
語
の

決
定
及
び
表
彰
式

決
定
及
び
表
彰
式

　

安
全
就
業
委
員
会
に
お
い
て
募
集

し
た
令
和
６
年
度
及
び
令
和
７
年
度

の
安
全
就
業
標
語
に
、
多
く
の
ご
応

募
を
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

　

委
員
会
で
の
選
考
の
結
果
、
次
の

作
品
が
入
賞
し
ま
し
た
の
で
、
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

　

な
お
、
令
和
６
年
３
月
６
日
に
開

催
し
た
同
委
員
会
に
お
い
て
、
表
彰

式
を
執
り
行
い
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
受
賞
さ
れ
た
３
名
に
ご

出
席
い
た
だ
き
、
安
全
就
業
委
員
長

か
ら
表
彰
状
と
記
念
品
の
授
与
を
行

い
ま
し
た
。
受
賞
者
の
お
一
人
か
ら

◆
優
秀
賞　
葵　
区　
柴
田
正
彦

「
仲
間
の
声
掛
け	

謙
虚
に
聞
い
て

　
皆
で
築
く
安
全
就
業
」

◆
佳　
作　
駿
河
区　
大
石
勇
次

「
い
つ
ま
で
も
若
い
と
思
う
な

体
力
、
気
力
、
注
意
力
」

◆
佳　
作　
清
水
区　
山
城
正
孝

「
安
全
は
　
心
の
ゆ
と
り
と

良
い
笑
顔
」

　

当
セ
ン
タ
ー
は
、
静
岡
県
シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー
連
合
会
静
岡
市
事
務
所
と
し

て
、
平
成
21
年
４
月
か
ら
派
遣
事
業
を

行
っ
て
い
ま
す
。
令
和
５
年
度
は
３
４
１

名
の
会
員
の
皆
様
が
派
遣
労
働
者
と
し
て

就
業
し
ま
し
た
。

　

衛
生
委
員
会
は
、
常
時
50
名
以
上
の
労

働
者
を
使
用
す
る
事
業
所
ご
と
に
設
置
が

義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
委
員
会
は
毎

月
開
催
し
て
お
り
、
令
和
５
年
８
月
以
降

の
議
題
等
は
表
の
と
お
り
で
す
。

　

令
和
５
年
度
は
、
コ
ロ
ナ
禍
前
に
行
っ

て
い
た
現
場
訪
問
を
２
回
実
施
し
ま
し

た
。
現
場
訪
問
で
は
、
派
遣
契
約
の
内
容

は
守
ら
れ
て
い
る
か
、
安
全
な
就
業
環
境

で
あ
る
か
等
、
会
員
の
皆
様
の
就
業
状
況

の
確
認
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

第
１
回
現
場
訪
問
は
、
令
和
５
年
８
月

に
株
式
会
社
中
部
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
様
に
伺

い
ま
し
た
。
こ
ち
ら
に
は
三
浦
会
員
１
名

が
就
業
し
て
お
り
、
業
務
内
容
は
木
材
加

工
の
補
助
作
業
で
す
。

　

工
場
内
は
、
業
務
用
扇
風
機
を
使
用
し

て
い
ま
し
た
。
暑
さ
が
心
配
さ
れ
ま
し
た

が
、
三
浦
会
員
は
問
題
な
く
就
業
し
て
い

る
よ
う
で
し
た
。

　

作
業
場
は
整
理
整
頓
さ
れ
、
清
掃
も
行

き
届
い
て
お
り
、
仕
事
が
し
や
す
い
環
境

で
し
た
。
ま
た
、
危
険
な
作
業
は
な
く
、

安
全
に
就
業
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き

は
、
実
際
に
事
故
に
遭
い
ケ
ガ
を
し

た
体
験
か
ら
、
自
分
だ
け
で
な
く
全

会
員
の
安
全
を
願
っ
て
応
募
を
し
た

と
い
う
熱
い
思
い
を
お
聞
き
し
ま
し

た
。

　

安
全
就
業
標
語
は
、
会
員
の
皆
様

に
事
故
防
止
を
意
識
し
て
い
た
だ
く

た
め
の
標
語
で
す
。
事
故
は
、
誰
に

で
も
起
こ
り
得
る
こ
と
で
す
。
今
一

度
、
事
故
に
遭
わ
な
い
、
起
こ
さ
な

い
よ
う
気
を
付
け
て
く
だ
さ
い
。
ま

た
、
年
に
一
度
は
健
康
診
断
を
受
診

し
、
ご
自
身
の
健
康
状
態
を
把
握
し

て
お
く
こ
と
も
重
要
で
す
。

　

元
気
に
就
業
を
続
け
ら
れ
る
よ

う
、
日
頃
か
ら
安
全
就
業
に
心
掛
け

て
く
だ
さ
い
。

表彰状を授与される柴田会員

静
岡
県
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

静
岡
県
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

連
合
会
　
静
岡
市
事
務
所

連
合
会
　
静
岡
市
事
務
所

衛
生
委
員
会

ま
し
た
。

　

第
２
回
現
場
訪
問
は
、
令
和
６
年
１
月

に
医
療
法
人
財
団
百
葉
の
会
様
に
伺
い
ま

し
た
。
こ
ち
ら
に
は
会
員
２
名
が
就
業
し

て
お
り
、
訪
問
日
は
村
上
会
員
の
就
業
日

で
し
た
。
業
務
内
容
は
、
施
設
利
用
者
の

手
芸
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
ア
シ
ス
タ
ン

ト
で
す
。

　

室
内
は
整
理
整
頓
さ
れ
、
人
間
関
係
や

雰
囲
気
な
ど
、
職
場
環
境
の
良
さ
を
感
じ

ま
し
た
。
ア
シ
ス
タ
ン
ト
と
し
て
の
役
割

を
心
得
ら
れ
て
お
り
、
施
設
職
員
の
下
、

落
ち
着
い
て
利
用
者
の
方
に
接
し
て
い
る

様
子
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

　

派
遣
先
に
よ
っ
て
職
場
の
環
境
や
待
遇

は
違
い
ま
す
が
、
会
員
の
皆
様
が
今
後
も

安
心
・
安
全
に
働
け
る
よ
う
、
当
会
報
や

キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
研
修
を
通
じ
て
、
今
後

も
情
報
提
供
を
し
て
い
き
ま
す
。

衛生委員会審議事項等
衛生委員会では、毎月の派遣事業実績の報告、長時間
就業のほか、下記の事項について意見交換をしました。
令和５年度議題等
第５回 第１回現場訪問（訪問先：㈱中部メンテナンス様）
第６回 第１回現場訪問実施結果報告
第７回 社員の働きやすさに繋げる「価値ある雑談」、キャリアアップ研修
第８回 安全衛生教育（手洗い・うがい）、キャリアアップ研修
第９回 仕事の生産性を上げる睡眠管理術、第２回現場訪問
第10回 第２回現場訪問（訪問先：（医）百葉の会様）
第11回 第２回現場訪問実施結果報告

□ ■ □ ■ □ ■ □ ■ □ ■ □ ■ □ ■ □ ■ □ ■ □ ■ □ ■ □ ■ □ ■ □ ■ □ ■ □ ■ □ ■ □ ■ □ ■ □ ■ □ ■
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職
場
訪
問

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

丸
子
の
里

丸子の里キャラクター
「まりこちゃん」

　

各
地
区
班
の
班
長
、
組
長
を
中
心

に
、
令
和
５
年
度
も
奉
仕
活
動
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り

奉
仕
活
動
も
自
粛
傾
向
で
し
た
が
、

令
和
５
年
度
は
10
地
区
計
15
回
延

１
３
０
名
の
方
が
活
動
を
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
ご
協
力
い
た
だ
い
た

皆
様
、あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

班
長
か
ら
の
報
告
書
に
は
、
活
動

に
よ
っ
て
地
域
の
方
か
ら
の
感
謝
の

声
を
い
た
だ
き
励
み
に
な
っ
た
こ
と

や
、
参
加
者
か
ら
所
属
す
る
会
員
同

士
の
親
睦
を
図
る
こ
と
が
で
き
た
と

い
っ
た
感
想
や
、
奉
仕
活
動
の
実
施

日
に
合
わ
せ
て
地
区
の
懇
親
会
を
開

催
し
た
と
の
報
告
も
あ
り
ま
し
た
。

　

公
益
社
団
法
人
と
し
て
地
域
社
会

へ
の
貢
献
は
大
変
重
要
で
あ
り
、
ま

た
求
め
ら
れ
て
い
る
も
の
で
す
。
令

和
６
年
度
は
コ
ロ
ナ
禍
前
に
も
増
し

て
、
よ
り
多
く
の
活
動
（
懇
親
会
も

含
む
）
を
行
っ
て
い
た
だ
き
、
多
く

の
会
員
の
皆
様
に
ご
参
加
い
た
だ
け

る
よ
う
、ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

令和５年度　社会奉仕活動
地区名等 実施日 実施場所 奉仕内容 人数

1 葵 5.27 葵区
駿府城公園 清掃 6

2 由比・蒲原 6.5 清水区
由比生涯学習交流館 除草、清掃 6

3 由比西 9.5 清水区
由比阿僧道路 剪定、除草、清掃 2

4 由比西 9.13 清水区
由比阿僧河川敷 草刈 2

5 飯田東 10.1 清水区
清水北部交流センター 除草 6

6 清水 10.15 清水区
清水生涯学習交流館 除草、清掃 6

7 麻機 10.21 葵区
遊水地会館前七曲川側道 除草 21

8 三保 10.29 清水区
御穂神社 剪定、除草、清掃 17

9 末広 11.4 葵区
静岡浅間神社 清掃 15

10 葵 11.11 葵区
清水山公園 清掃 6

11 横内 11.19 葵区
語らいの小径（竜南小学校裏手） 除草、清掃 7

12 由比西 11.23 清水区
由比阿僧河川敷 草刈 2

13 駒越 11.25 清水区
清水南部交流センター 草刈、除草 14

14 由比西 12.10 清水区
阿蘇宇神社 清掃 3

15 三保 12.28 清水区
御穂神社 清掃 17

葵地区葵地区横内地区横内地区駒越地区駒越地区

末広地区末広地区麻機地区麻機地区蒲原・由比合同蒲原・由比合同

由比西地区由比西地区 清水地区清水地区 三保地区三保地区 飯田東地区飯田東地区

社
会
奉
仕
活
動

社
会
奉
仕
活
動
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職
場
訪
問

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

丸
子
の
里

丸子の里キャラクター
「まりこちゃん」

セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

会
員
専
用
ペ
ー
ジ

「
Ｓ
ス
マ
イ
ル

ｍ
ｉ
ｌ
ｅ 

ｔト
ゥｏ 

Ｓ
ス
マ
イ
ル

ｍ
ｉ
ｌ
ｅ
」

に
ご
登
録
く
だ
さ
い

　

コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
で
、
久
し
く
職

場
訪
問
は
控
え
て
お
り
ま
し
た
が
、

よ
う
や
く
５
年
ぶ
り
に
実
施
す
る
運

び
と
な
り
ま
し
た
。

　

丸
子
は
東
海
道
五
十
三
次
の
宿
場

町
と
し
て
周
知
の
と
お
り
で
す
が
、

「
丸
子
の
里
」
は
、
少
し
高
台
に
あ

る
閑
静
な
場
所
に
位
置
し
、
平
成
２

年
に
開
設
さ
れ
た
歴
史
あ
る
施
設
で

す
。

　

１
月
22
日
午
前
中
に
訪
問
。
こ
ち

ら
で
は
８
名
（
う
ち
男
性
２
名
）
の

会
員
が
就
業
し
て
い
る
と
の
こ
と

で
、
ベ
テ
ラ
ン
の
中
坪
國
夫
さ
ん
、

齋
藤
和
子
さ
ん
と
、
就
業
２
年
の
進

藤
久
子
さ
ん
の
お
話
を
伺
い
ま
し

た
。

　

就
業
日
時
に
つ
い
て
は
毎
日
で
は

な
く
、
時
間
も
自
分
の
都
合
に
合
わ

せ
て
無
理
な
く
、
マ
イ
ペ
ー
ス
で
作

業
に
当
た
っ
て
い
る
よ
う
で
し
た
。

　

ベ
テ
ラ
ン
の
中
坪
会
員
は
、
一
人

で
ト
イ
レ
・
階
段
・
浴
室
の
清
掃
を

担
当
さ
れ
て
お
り
、
特
に
夏
季
の
浴

室
掃
除
は
暑
い
中
で
あ
り
、
ま
た
大

量
の
タ
オ
ル
を
運
び
出
す
の
も
大
変

と
の
こ
と
で
し
た
。
他
に
も
食
器
洗

い
、
後
片
付
け
も
さ
れ
る
と
の
こ
と

で
し
た
。

　

齋
藤
会
員
は
お
茶
出
し
、
食
事
の

配
膳
及
び
後
片
付
け
、
テ
ー
ブ
ル
拭

き
の
他
に
利
用
者
と
体
操
や
歌
を

歌
っ
た
り
、
お
話
を
し
て
、
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
っ
て
い
る
そ
う

で
す
。

　

進
藤
会
員
は
お
茶
出
し
、
職
員
の

手
の
回
ら
な
い
箇
所
の
手
伝
い
、
消

毒
作
業
、
利
用
者
の
お
話
の
相
手
、

手
助
け
、
お
茶
の
好
み
の
話
な
ど
を

す
る
の
も
楽
し
み
の
一
つ
と
の
こ
と

で
し
た
。

　

取
材
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
３
名
の

会
員
の
皆
さ
ん
は
、
大
変
な
こ
と
も

あ
る
が
、
職
員
の
方
々
か
ら
学
ぶ
こ

と
も
あ
り
、
働
け
る
喜
び
、
有
難
さ
、

楽
し
さ
を
感
じ
て
い
る
と
口
を
揃
え

て
熱
く
語
っ
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

「
丸
子
の
里
」
は
、“
す
べ
て
の
人
に

笑
顔
を
”
の
理
念
に
基
づ
き
、
利
用

者
の
皆
さ
ん
を
中
心
に
、
携
わ
っ
て

い
る
職
員
の
皆
さ
ん
の
中
で
人
材
セ

ン
タ
ー
会
員
の
皆
さ
ん
も
“
輪
”
を

作
り
お
互
い
に
尊
重
し
あ
い
な
が

ら
、
心
一
つ
に
し
て
取
り
組
ん
で
お

り
そ
の
姿
勢
に
感
銘
を
受
け
ま
し

た
。

　

ま
さ
に
“
笑
顔
は
周
り
の
人
を
幸

せ
に
す
る
”
を
実
感
し
た
ひ
と
と
き

で
し
た
。

編
集
委
員
　
富
士
俊
明
・
矢
田
多
摩
子

　

会
員
専
用
ペ
ー
ジ
「
Ｓ
ｍ
ｉ
ｌ
ｅ　

ｔ
ｏ　

Ｓ
ｍ
ｉ
ｌ
ｅ
」
で
は
、
就
業

情
報
の
閲
覧
や
申
し
込
み
が
で
き
る

ほ
か
、
今
後
、
就
業
内
容
の
書
類
を

皆
様
が
必
要
な
時
に
、
い
つ
で
も
確

認
で
き
る
機
能
が
追
加
さ
れ
る
予
定

で
す
。

　

今
後
も
会
員
の
皆
様
の
利
便
性
向

上
に
つ
な
が
る
よ
う
、
機
能
の
拡
充

を
し
て
い
き
ま
す
。

　

な
お
、
未
登
録
の
会
員
の
皆
様
に

は
、
令
和
６
年
２
月
に
実
施
し
た
会

員
状
況
調
査
に
同
封
し
て
お
送
り
し

て
い
ま
す
の
で
、
ご
登
録
い
た
だ
く

よ
う
、
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

浴室を掃除する中坪会員
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産業医　草薙土屋外科医院
　　　　　院長　土 屋 和 弘

シルバークリニック

がんから身を
守りましょう
（その１）

始
め
に

　

平
均
寿
命
が
延
び
、
長
生
き
の
人

生
を
送
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

一
方
、
そ
の
分
血
管
疾
患
と
共
に
が

ん
の
病
気
に
な
る
頻
度
が
増
加
い
た

し
ま
す
。
現
在
、
我
が
国
で
は
二
人

に
一
人
が
が
ん
に
な
り
、
三
人
に
一

人
が
が
ん
で
亡
く
な
っ
て
お
り
ま

す
。

　

し
か
し
、
生
活
習
慣
、
生
活
環
境

の
改
善
に
よ
り
発
生
を
予
防
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
健
康
で
長
生
き
し

た
い
も
の
で
す
。

　

が
ん
化
の
原
因
は
ま
だ
最
終
的
に

は
解
明
さ
れ
て
お
り
ま
せ
ん
が
、
喫

煙
、
食
事
、
肥
満
、
飲
酒
、
運
動
不

足
な
ど
が
、
が
ん
化
に
影
響
し
て
い

る
と
考
え
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

　

我
が
国
の
が
ん
研
究
振
興
財
団

は
、
が
ん
予
防
の
新
12
か
条
を
提
唱

し
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
ら
を
守
る
こ

と
で
が
ん
予
防
に
挑
戦
い
た
し
ま

し
ょ
う
。

１
条　
た
ば
こ
は
吸
わ
な
い

２
条　
他
人
の
た
ば
こ
の
煙
を
避
け
る

　

自
分
が
禁
煙
す
る
の
み
な
ら
ず
、

他
人
の
喫
煙
の
煙
も
吸
わ
な
い
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。

３
条　
お
酒
は
ほ
ど
ほ
ど
に

　

ア
ル
コ
ー
ル
は
が
ん
化
、
動
脈
硬

化
の
リ
ス
ク
因
子
で
す
。
飲
み
す
ぎ

防
止
に
一
日
あ
た
り
ア
ル
コ
ー
ル
量

で
23
グ
ラ
ム
以
下
に
し
ま
し
ょ
う
。

日
本
酒
で
は
１
合
、
ビ
ー
ル
大
瓶
１

本
、
焼
酎
０
．
７
合
、
ウ
イ
ス
キ
ー

ダ
ブ
ル
１
杯
、
ワ
イ
ン
１
杯
程
度
と

な
り
ま
す
。

４
条　
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た
食
生
活
を

５
条　
塩
辛
い
食
品
は
控
え
め
に

　

塩
分
は
一
日
７
グ
ラ
ム
程
度
に
抑

え
ま
し
ょ
う
。

６
条　
野
菜
や
果
物
は
不
足
に
な
ら

な
い
よ
う
に

　

輸
入
ナ
ッ
ツ
、
穀
類
に
混
入
し
て

い
る
ア
フ
ラ
ト
キ
シ
ン
、
こ
げ
に
含

ま
れ
る
ヘ
テ
ロ
サ
イ
ク
リ
ッ
ク
ア
ミ

ン
、
ハ
ム
、
漬
物
等
の
保
存
食
品
に

含
ま
れ
る
ニ
ト
ロ
ソ
化
合
物
な
ど
は

が
ん
化
リ
ス
ク
を
高
め
ま
す
の
で
、

控
え
ま
し
ょ
う
。

７
条　
適
度
に
運
動

　

毎
日
60
分
程
度
の
歩
行
や
週
に
１

回
程
度
の
早
歩
き
、
運
動
な
ど
を
目

安
に
身
体
活
動
を
維
持
し
ま
し
ょ

う
。

８
条　
適
切
な
体
重
維
持

　

Ｂ
Ｍ
Ｉ
（
※
）
を
、
男
性
で
は
21

～
27
、
女
性
で
は
19
～
25
を
目
安
に

体
重
維
持
を
し
ま
し
ょ
う
。
や
せ
す

ぎ
、太
り
す
ぎ
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

９
条　
ウ
イ
ル
ス
や
細
菌
の
感
染
予

防
と
治
療

　

ウ
イ
ル
ス
や
細
菌
の
感
染
後
の
持

続
、
慢
性
化
に
よ
り
細
胞
の
が
ん
化

が
起
こ
り
発
が
ん
す
る
こ
と
が
知
ら

れ
て
お
り
ま
す
。
ワ
ク
チ
ン
注
射
や

除
菌
薬
内
服
に
よ
り
感
染
を
止
め
ま

し
ょ
う
。

10
条　
定
期
的
な
が
ん
検
診
を

11
条　
身
体
の
以
上
に
気
が
付
い
た

ら
、
す
ぐ
に
受
診
を

12
条　
正
し
い
が
ん
情
報
で
が
ん
を

知
る
こ
と
か
ら

　

Ｂ
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
、
Ｃ
型
肝
炎

ウ
イ
ル
ス
の
感
染
持
続
に
よ
り
慢
性

肝
炎
か
ら
肝
硬
変
、
そ
し
て
肝
が
ん

発
生
が
認
め
ら
れ
ま
す
。
現
在
で
は

ウ
イ
ル
ス
を
消
滅
化
す
る
内
服
薬
が

で
き
て
お
り
ま
す
の
で
、
内
服
薬
で

治
癒
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

子
宮
頸
が
ん
の
原
因
で
あ
る
ヒ
ト

パ
ピ
ロ
ー
マ
ウ
イ
ル
ス
は
ほ
と
ん
ど

の
女
性
が
感
染
し
ま
す
。
そ
の
後

１
０
０
か
ら
１
０
０
０
人
に
一
人
で

子
宮
頸
が
ん
が
発
生
し
ま
す
。
12
歳

前
後
で
ワ
ク
チ
ン
を
接
種
す
る
と
７

割
以
上
で
予
防
で
き
る
と
い
わ
れ
て

お
り
ま
す
。
そ
し
て
成
人
後
は
子
宮

頸
が
ん
検
診
を
受
け
、
前
が
ん
病
変

の
状
態
で
発
見
す
る
よ
う
に
い
た
し

ま
し
ょ
う
。

　

も
う
ひ
と
つ
よ
く
知
ら
れ
て
い
る

の
が
胃
粘
膜
細
胞
に
感
染
す
る
ピ
ロ

リ
菌
が
あ
り
ま
す
。
ピ
ロ
リ
菌
感

染
に
よ
り
、
慢
性
胃
炎
、
胃
潰
瘍
、

十
二
指
腸
潰
瘍
が
で
き
る
こ
と
が
知

ら
れ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
胃
が
ん
発

生
の
原
因
と
な
り
ま
す
。
現
在
で
は

簡
単
に
感
染
の
有
無
が
調
べ
ら
れ
ま

す
し
除
菌
す
る
薬
も
あ
り
ま
す
。
ピ

ロ
リ
菌
陽
性
の
人
は
除
菌
薬
を
内
服

す
る
こ
と
を
お
す
す
め
し
ま
す
。

（
※
）
Ｂ
Ｍ
Ｉ
と
は
、
体
重
と
身
長

の
関
係
か
ら
肥
満
度
を
示
す
体
格
指

数
。
体
重
（
㎏
）
÷
（
身
長
（
ｍ
）

×
身
長
（
ｍ
））
の
計
算
式
で
表
す
。

第77号 シルバーしずおか 令和６年４月 （8）



　

国
指
定
（
経
済
産
業
省
）
の
「
伝

統
的
工
芸
品
」
に
静
岡
市
の
駿
河
竹た

け

千せ
ん

筋す
じ

細ざ
い

工く

、
駿
河
雛
人
形
、
駿
河
雛

具
の
三
品
目
が
指
定
を
受
け
、
業
界

の
振
興
が
行
わ
れ
て
い
る
。

　

江
戸
時
代
か
ら
盛
ん
に
な
っ
た
駿

府
の
生
活
用
品
作
り
は
、
時
代
の
経

過
と
と
も
に
幾
つ
か
が
現
代
産
業
へ

と
変
化
し
て
い
る
。
し
か
し
、
現
在

で
も
多
様
な
伝
統
工
芸
商
品
が
脈
々

と
引
き
継
が
れ
、
職
人
の
手
で
生
み

出
さ
れ
て
い
る
。

　

静
岡
県
で
は
、
こ
れ
ら
の
伝
統
工

芸
品
を
ま
と
め
て
「
静
岡
県
郷
土
工

芸
品
」
と
う
た
い
、
21
品
目
が
県
知

事
指
定
と
な
っ
て
い
る
。
熱
海
楠
細

工
（
熱
海
市
）、
藤
枝
桐
箪
笥
（
藤

枝
市
）、
ざ
ざ
ん
ざ
織
（
浜
松
市
）、

下
田
脂や

に

松ま
つ

細
工
（
下
田
市
）、
志し

戸と

呂ろ

焼
（
島
田
市
）、
森
山
焼
（
森
町
）

な
ど
が
あ
り
、
静
岡
市
か
ら
は
県
内

の
約
半
分
を
占
め
て
い
る
。

　

駿
河
漆
器
、
駿
河
蒔
絵
、
駿
河
指さ

し

物も
の

、
駿
河
塗
下
駄
、
駿
河
張
下
駄
、

静
岡
挽ひ

き

物も
の

、
駿
河
和
染
、
井
川
メ
ン

パ
、
賤
機
焼
、
駿
河
竹
千
筋
細
工
の

静
岡
の
特
産
品

― 
静
岡
県
郷
土
工
芸
品 

―

10
品
目
で
あ
る
。
竹
千
筋
細
工
は
国

の
伝
統
的
工
芸
品
と
の
二
部
門
で
の

指
定
を
受
け
て
い
る
。

　

駿
河
漆
器
は
、
今
川
氏
の
時
代
に

漆
の
食
器
類
が
見
ら
れ
、
江
戸
時
代

の
神
社
仏
閣
の
造
営
が
き
っ
か
け
と

な
っ
て
、
多
種
多
様
な
漆
塗
り
製
品

が
作
ら
れ
て
き
て
い
る
。明
治
以
降
、

鏡
台
、
硯
箱
、
塗
下
駄
等
の
産
地
と

な
っ
た
。
蒔
絵
は
漆
塗
り
製
品
に
加

飾
す
る
技
法
で
、絵
や
模
様
を
描
き
、

そ
れ
が
乾
か
な
い
う
ち
に
金
銀
粉
を

ふ
り
か
け
定
着
さ
せ
て
い
る
。
そ
の

技
法
は
文
政
11
年
（
１
８
２
８
）
信

州
か
ら
伝
え
ら
れ
た
の
が
始
ま
り
と

言
わ
れ
て
い
る
。
商
品
に
は
文
箱
、

硯
箱
、
盆
、
花
器
、
ア
ク
セ
サ
リ
ー
、

雛
具
な
ど
多
く
の
商
品
に
蒔
絵
技
術

が
使
わ
れ
て
い
る
。

　

駿
河
指
物
は
、江
戸
期
か
ら
針
箱
、

文
箱
な
ど
が
作
ら
れ
、
そ
の
精
巧
な

技
法
は
現
在
の
木
製
品
作
り
に
生
か

さ
れ
、
全
国
有
数
の
木
製
品
産
地
が

形
成
さ
れ
た
。

　

駿
河
塗
下
駄
は
、
明
治
期
漆
器
職

人
本
間
久
治
郎
が
下
駄
木
地
に
漆
を

塗
り
、高
級
下
駄
と
し
て
売
り
出
し
、

多
数
の
職
人
が
関
わ
り
全
国
一
の
生

産
地
と
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
生
活

様
式
の
変
化
に
伴
い
、
下
駄
生
産
の

減
少
は
否
め
な
い
。

　

静
岡
挽
物
は
、「
ろ
く
ろ
機
」
を

使
い
木
材
を
回
転
さ
せ
刃
物
で
材
料

を
丸
く
削
っ
て
商
品
を
作
り
出
す
方

法
で
あ
り
、
約
１
６
０
年
前
、
箱
根

の
業
者
か
ら
技
法
が
伝
わ
っ
た
と
言

わ
れ
て
い
る
。
椀
、
盆
な
ど
で
食
器

類
、
胡
椒
挽
、
七
味
入
れ
な
ど
多
く

の
商
品
が
作
ら
れ
て
い
る
。

　

駿
河
和
染
は
現
在
で
も
市
内
に
紺

屋
町
な
ど
の
町
名
が
あ
る
よ
う
に
、

古
く
か
ら
染
物
が
盛
ん
で
あ
っ
た
こ

と
が
わ
か
る
。
大
正
期
、
地
元
の
染

色
家
芹
沢
銈
介
氏
の
作
品
が
興
隆
の

端
緒
と
な
る
。
藍
に
よ
る
型
染
が
登

場
。
現
在
、着
物
、帯
、の
れ
ん
、テ
ー

ブ
ル
セ
ン
タ
ー
な
ど
多
く
の
布
製
品

が
染
め
ら
れ
て
い
る
。

　

井
川
メ
ン
パ
は
、
ヒ
ノ
キ
の
薄
い

板
を
円
形
に
丸
め
桜
の
皮
を
使
い
固

定
、
底
板
を
入
れ
て
木
地
が
完
成
、

漆
を
全
面
に
塗
り
仕
上
げ
て
い
る
。　

以
前
は
農
家
の
冬
場
の
仕
事
が
始
ま

り
と
言
わ
れ
て
い
る
。
現
在
は
少
人

数
が
従
事
し
、
丸
い
弁
当
箱
、
菓
子

器
な
ど
が
作
ら
れ
人
気
商
品
と
な
っ

て
い
る
。

　

賤
機
焼
は
、
家
康
公
か
ら
そ
の
名

を
与
え
ら
れ
た
の
が
起
源
と
言
わ
れ

て
い
る
。「
鬼
福
」
と
い
う
鬼
と
福

が
両
面
、
表
と
裏
に
描
か
れ
た
器
は

江
戸
時
代
か
ら
続
い
て
作
ら
れ
て
い

る
。
工
房
で
は
、
湯
呑
や
お
皿
、
花

器
な
ど
が
焼
か
れ
て
い
る
。

編
集
委
員　
青
柳
清
治

参
考
文
献
「
静
岡
市
の
伝
統
工
芸
」

特産品の販売コーナー「駿府楽市」JR静岡駅ASTY内

「駿府匠宿」内の郷土工芸品展示室

第77号シルバーしずおか（9） 令和６年４月



会員互助会日帰り親睦旅行

多くの互助会会員の皆様の
ご参加をお待ちしています！

令和５年11月９日・12日
－豊川稲荷・新居関所跡－

　両日とも天気に恵まれ、楽しく過ごすことが
できました。ご参加いただいた皆様、本当にあ
りがとうございました。
　役員会では、今年度も秋に親睦旅行を実施で
きるよう検討を始めています。詳細が決定次第、
募集チラシを配布します。
親睦を深める良い機会になりますので、

観光ガイドさんの
丁寧な解説に
聞き入っています

種類が豊富で
迷います

静岡市ＳＣ
カラオケ同好会

代表者 中上さん

ゴルフクラブ
同好会

代表者 源平さん 書道同好会
～親墨会～
代表者 安倍さん

ボランティア
サークル

代表者 前田さん

麻雀クラブ
同好会

代表者 中村さん

清水区ＳＣ
カラオケ同好会

代表者 中田さん

小さな旅
同好会

代表者 青柳さん

グランドゴルフ
同好会

代表者 棟髙さん

会員互助会の同好会活動に参加しませんか？
同好会活動は、会員互助会の会員であれば、どなたでも参加できます。

新しい同好会も、５名以上集まれば会員互助会の同好会として活動できます。
同好会の詳しい活動内容や、新しい同好会の立ち上げについては、

まずは、事務局へお問い合わせください。

会員互助会を継続される方に、会員互助会会費の納入依頼書を発送しました。
再発行はしませんので、紛失されないよう、ご注意ください。

※このページは会員互助会の経費から支出して掲載しています

会員互助会会費の納入依頼書を送りました

年 会 費
納入期限

1,000円　※途中退会されても返金いたしません。

４月末日

●コンビニ支払いは対応していません。
　お近くの金融機関またはセンター各事務所でお支払いください。
●金融機関から振込の際の手数料は、ご負担ください。

よろしく
お願いします 

楽しい時間を、仲間と一緒に過ごそう♪

　

セ
ン
タ
ー
会
報
誌
「
シ
ル
バ
ー
し

ず
お
か
」
第
74
号
（
令
和
４
年
12
月

発
行
）
で
お
知
ら
せ
し
た
と
お
り
、

互
助
会
の
収
支
状
況
は
大
変
厳
し
い

こ
と
か
ら
、
役
員
会
に
お
い
て
給
付

内
容
の
見
直
し
に
つ
い
て
検
討
し
て

き
ま
し
た
。

　

令
和
６
年
４
月
か
ら
、
新
た
な
給

付
金
額
、
給
付
基
準
と
な
り
ま
す
の

で
、
ご
承
知
く
だ
さ
い
。
な
お
、
令

和
６
年
度
に
給
付
対
象
と
な
る
互
助

会
会
員
の
方
に
は
後
日
、
申
請
方
法

の
ご
通
知
を
い
た
し
ま
す
。

旧 新

給付金額 5,000円 3,000円

給付基準
（経過措置）

会員登録日数が
365日以上

会員登録が３年以上

令和６年４月１日改定

■新旧対照表
77
歳
祝
金
給
付
金
額
等
の

見
直
し（ ）ただし、入会日が令

和５年 度 以前の互
助会会員は１年以上

第77号 シルバーしずおか 令和６年４月 （10）



静岡市ＳＣ
カラオケ同好会

代表者 中上さん

ゴルフクラブ
同好会

代表者 源平さん 書道同好会
～親墨会～
代表者 安倍さん

ボランティア
サークル

代表者 前田さん

麻雀クラブ
同好会

代表者 中村さん

清水区ＳＣ
カラオケ同好会

代表者 中田さん

小さな旅
同好会

代表者 青柳さん

グランドゴルフ
同好会

代表者 棟髙さん

会員互助会の同好会活動に参加しませんか？
同好会活動は、会員互助会の会員であれば、どなたでも参加できます。

新しい同好会も、５名以上集まれば会員互助会の同好会として活動できます。
同好会の詳しい活動内容や、新しい同好会の立ち上げについては、

まずは、事務局へお問い合わせください。

会員互助会を継続される方に、会員互助会会費の納入依頼書を発送しました。
再発行はしませんので、紛失されないよう、ご注意ください。

※このページは会員互助会の経費から支出して掲載しています

会員互助会会費の納入依頼書を送りました

年 会 費
納入期限

1,000円　※途中退会されても返金いたしません。

４月末日

●コンビニ支払いは対応していません。
　お近くの金融機関またはセンター各事務所でお支払いください。
●金融機関から振込の際の手数料は、ご負担ください。

よろしく
お願いします 

楽しい時間を、仲間と一緒に過ごそう♪

　

会
員
互
助
会
で
は
、
互
助
会
会
員

の
生
き
が
い
や
、
就
業
意
欲
を
高
め

る
な
ど
、
セ
ン
タ
ー
で
の
事
業
活
動

の
原
動
力
を
養
う
た
め
に
結
成
さ
れ

た
趣
味
、
同
好
会
等
の
活
動
団
体
に

助
成
金
を
支
給
し
て
い
ま
す
。

　

同
好
会
活
動
を
よ
り
活
発
に
行
っ

て
い
た
だ
け
る
よ
う
役
員
会
に
お
い

て
支
給
要
件
の
緩
和
等
を
協
議
し
、

同
好
会
等
助
成
金
交
付
要
綱
の
改
定

を
行
い
ま
し
た
の
で
、
お
知
ら
せ
い

た
し
ま
す
。

旧 新

支給対象グループ人数 10名以上 ５名以上（緩和）

グループ均等割 10,000円 6,000円

月割 なし あり
（新規申請年度に限る）

人数割（上限20名） なし 最大　12,000円
（一人につき600円）

令和６年４月１日改定

■新旧対照表
同
好
会
等

助
成
金
交
付
要
綱
の
見
直
し
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第13回
定時総会

令
和
６
年
６
月
18
日
（
火
）
午
後
１
時
30
分
か
ら

静
岡
労
政
会
館
　
ホ
ー
ル

詳
細
は
、
５
月
に
配
付
す
る
総
会
の
開
催
通
知
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

   
人
事
異
動

◆
退　

職（
令
和
５
年
12
月
31
日
付
）

西
事
務
所

　

非
常
勤
嘱
託
員	

堀
池
美
津
子

◆
採　

用（
令
和
６
年
１
月
４
日
付
）

西
事
務
所

　

非
常
勤
嘱
託
員	
今
治　

僚
子

◆
退　

職（
令
和
６
年
３
月
31
日
付
）

西
事
務
所

　

所　

長	

田
島　
　

肇

東
事
務
所

　
就
業
開
拓
員
兼
就
業
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

	
	

田
中　

敏
博

西
事
務
所

　

非
常
勤
嘱
託
員	

今
治　

僚
子

　
就
業
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
兼
就
業
開
拓
員

	
	

佐
野　

欣
弥

◆
採　

用（
令
和
６
年
４
月
１
日
付
）

東
事
務
所

　

主　

事	

鈴
木　

裕ひ
ろ

人ひ
と

　
就
業
開
拓
員
兼
就
業
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

	
	

深
澤　

義よ
し

壽ひ
さ

西
事
務
所

　

非
常
勤
嘱
託
員	

田
中　

典の
り

子こ

　
就
業
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
兼
就
業
開
拓
員

	
	

髙
田　
　

毅た
け
し

◆
配
置
換（
令
和
６
年
４
月
１
日
付
）

事
務
局
長
兼
東
事
務
所
長

　

秋
山　
　

健つ
よ
し　

（
事
務
局
長
）

事
務
局
次
長
兼
西
事
務
所
長

　

小
長
谷
敏と

し

行ゆ
き　
（
事
務
局
次
長

兼
東
事
務
所
長
）

   

年
会
費
の
納
入
に
つ
い
て

〈
正
会
員
会
費
〉
２
，
０
０
０
円

３
月
に
就
業
の
あ
っ
た
方

　

４
月
15
日
（
月
）
支
払
の
配
分
金

か
ら
令
和
６
年
度
正
会
員
会
費
を
引

き
去
り
ま
す
。

３
月
に
就
業
の
な
か
っ
た
方

派
遣
就
業
中
の
方

　

４
月
中
旬
に
会
費
納
入
依
頼
書

（
圧
着
は
が
き
）
を
送
り
ま
し
た
。

払
込
は
お
近
く
の
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス

ス
ト
ア
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

★
納
入
期
限
は
４
月
末
日
で
す

　

継
続
の
変
更
や
ご
不
明
な
点
等
あ

り
ま
し
た
ら
、
至
急
セ
ン
タ
ー
へ
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

※
派
遣
就
業
中
の
方
は
、
賃
金
か
ら

の
会
費
の
引
き
去
り
は
で
き
ま
せ

ん
。
届
き
ま
し
た
会
費
納
入
依
頼
書

を
ご
利
用
の
上
、
会
費
の
納
入
を
お

願
い
し
ま
す
。

   

配
分
金
支
払
日
の
お
知
ら
せ

　
『
就
業
報
告
書
』
は
作
業
終
了
後

速
や
か
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

振
込
先
の
変
更
は
、
お
近
く
の
事

務
所
で
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

電
話
で
の
変
更
は
受
付
け
て
お
り
ま

せ
ん
。

※
会
員
の
皆
様
へ
の
配
分
金
（
派
遣

事
業
の
賃
金
を
除
く
）
に
は
、
消
費

税
が
含
ま
れ
て
お
り
、
本
来
で
あ
れ

ば
申
告
・
納
税
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
が
、
消
費
税
を
含
む
年
間
売
上
高

が
１
千
万
円
以
下
の
事
業
者
に
つ
い

て
は
「
免
税
業
者
」
と
し
て
認
め
ら

れ
て
お
り
、
ほ
と
ん
ど
の
会
員
の
皆

様
が
該
当
す
る
こ
と
か
ら
、
申
告
・

納
税
義
務
が
免
除
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

令
和
５
年
10
月
か
ら
は
消
費
税
の

適
格
請
求
書
等
保
存
方
式
（
イ
ン
ボ

イ
ス
制
度
）
が
施
行
さ
れ
た
た
め
、

免
税
事
業
者
で
あ
る
会
員
の
皆
様
と

取
引
関
係
に
あ
る
当
セ
ン
タ
ー
は
、

配
分
金
に
含
ま
れ
る
消
費
税
相
当
額

を
新
た
に
負
担
す
る
こ
と
が
必
要
に

な
り
ま
し
た
。

　

現
在
、
当
セ
ン
タ
ー
で
は
、
こ
の

新
た
な
負
担
に
つ
い
て
は
会
員
の
皆

様
に
求
め
る
こ
と
な
く
対
応
し
て
い

ま
す
が
、
今
後
の
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度

等
へ
の
対
応
等
に
つ
い
て
は
、随
時
、

理
事
会
等
に
報
告
す
る
と
と
も
に
、

当
会
報
や
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

等
で
お
知
ら
せ
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。

   

配
分
金
振
込
に
係
る
手
数
料
に
つ
い
て

　

当
セ
ン
タ
ー
利
用
金
融
機
関
か
ら

の
配
分
金
振
込
に
係
る
手
数
料
は
、

表
の
と
お
り
で
す
。
な
お
、
こ
の
手

数
料
に
つ
い
て
は
、
会
員
の
皆
様
の

負
担
と
な
り
ま
す
の
で
、
今
後
、
各

金
融
機
関
の
振
込
手
数
料
の
改
定
に

伴
い
、
配
分
金
か
ら
の
振
込
手
数
料

相
当
額
も
変
更
と
な
り
ま
す
の
で
、

ご
承
知
お
き
く
だ
さ
い
。

就
業
月

配
分
金
支
払
日

令
和
６
年
４
月
分

５
月
17
日（
金
）

　
　
　
　
５
月
分

６
月
17
日（
月
）

　
　
　
　
６
月
分

７
月
16
日（
火
）

　
　
　
　
７
月
分

８
月
15
日（
木
）

　
　
　
　
８
月
分

９
月
17
日（
火
）

　
　
　
　
９
月
分

10
月
15
日（
火
）

当センター利用
金融機関（支店）

会員指定の金融機関
（支店等）

振込
手数料

清水銀行
（入江支店）

清水銀行（全支店等） 無料

静岡銀行 呉服町支店以外の
支店等 220円

その他の金融機関
（銀行、信用金庫等） 220円

静岡銀行
（呉服町支店） 静岡銀行 呉服町支店 無料

ゆうちょ
銀行 ゆうちょ銀行 66円

■配分金振込に係る手数料一覧

■
事
務
局
か
ら
の
お
知
ら
せ

第77号 シルバーしずおか 令和６年４月 （12）


